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型試験車で停止から200m区間を走るのに30秒を要し，

最終速度は約40km／hであり，　R型試験車では23秒，

融蓋蟹脇僑，雛澱臥鷲驚ま飛
れは主として速度10km／hに達するまでに（12秒を

蓼若轟あ製熊欝奪畠鵡皐票叢灘禦

無理を与えることを覚悟して得られる記録であるが，コ

怠薮齪夏鼎惣蹴論懇三箋顯振
と，実用のときの性能との差がちぢまり，数字的に見て

加速性能がわるくとも実用上はむしろコyバーダ付の場’

合の方がまさるのではないかと考える．これも今後の試

験により明らかにしていくつもりである．

　このR型試験車によ．ノて構造が簡単で性能もほぼ満足

の出来るトルクコソバータ付乗用車が成立する見通しが

得られた．なお，このR型試験車のτ＊，n’／Vの値は必
らずしも理想的なものではなくτ＊＝o．15～o．20，n’／v

≒25程度がよいのではないかと思っている．もちろん
総重量Gを軽くしてGIVhを小に，　o。8ぐらいに出来れ

ば性能は非常によくなり，コソバータの長所がますます

発揮出来ることになる．なお，停止からの加速性能の改
善策としてはコソ・〈一一ダの従動側停止のときのトルク比

を4～4．5程度に大にすることを考えている（MT－30で

はこ¢）値は2．9である）．また可変容量のゴソバータが

可能になればさらに性能を改善することか出来る．この

研究の詳細は現在，トヨタ自動車KKで実施中の実験結

果および，それに続いて本所にて実施予定の実験の結果

とともに五月の自動車技術会の講演会にて発表する予定

である．　（1955．3．1）

　　　　　　　　　　第1表　誰
基準点・一・第1図のA，B，C，D，この取り方によりτ＊が変

　　　　　わる．
　τ＊　…一機関とコンバータの容量比を表わす値で，T＊

　　　　　を機関の最犬馬力のときのトルクとし，この
　　　　　ときの機関回転数でコンバーμの入力側を回
　　　　　転させたとき従動側を停止せしめるに要する
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　　　　　トルクをTo＊とするとT＊／To＊である．
GIVh……Gは車の総重量kg，　Vhは機関のシリンダ容積

　　　　　C．C．
ntIv　……n1はコンパe…タの従動側の回仁数r．P．m．vは
　　　　　このときの車の速度km／h，　n’／vの値は終減

　　　　　速比と，車輌の直径で定まる．
　no　・・－nは機関の回転数，　r．　P．　m，添字0は車が停

　　　　　止しているとき，機関の絞弁をく開にした揚
　　　　　合を表わす。
Vc（Se・＝1．5）…等価勾配が1．5％の場合（水平舗装路に

　　　　　相当する、に丁度コンバータの使用点がクラ
　　　　　ッチポイントになるときの速度
Vc＊　……機関の絞弁を全開にした状態でコンバー一ダの

　　　　　使用状態が丁度クラッチポイントになるとき
　　　　　の速度，km／h
Se＊。　……同上の状態に柑当する等価勾配

Fma：e（V二〇）…停止のとき機関の絞弁を全開にした場
　　　　　合の加速力
Fmafc（v　・＝　30）…速度30km／hで走行中に絞弁を全闘に

　　　　　したときの加速力
a（s，　・＝　1。5，V－30）…等価勾配が1．5％（水平舗装路に当

　　　　　る）で速度が30km／hのときの自動車の燃
　　　　　費km／互一

躍（sr　1．5，　V＝30）…同上の走行状態のときの機関回転

　　　　　数r．P．　m．
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